





























































らかとなった（F（1,533）= 13.76, p = .000)。特に家族に
おいては，いずれの自己開示内容においても移行対象所有
者の方が移行対象非所有者よりも自己開示量が多かった
（将来：t  = 3.29, df = 481.56, p = .001 ; 人間関係：t  = 3.34, 
df = 544, p = .001 ; 性：t = 2.73, df = 544.16, p = .009 ; 家






















































































































































































Study on human resource retention management system and application required 
for elderly care facilities：From the work motives of care workers to the retention of 
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博士論文要旨
おけるコミュニケーション＞＜仕事における適正と評価＞
＜職場への理解＞の３つの因子が確認され，妥当性と信頼
性が認められた．
３．高齢者介護施設における外国人介護職の異文化適応
　介護職への就業期から安定期至るまでの行動・心情の変
容を表し，外国人介護職が経験する適応過程と現場の支援
の可視化を試みた．その結果，高齢者介護施設における外
国人介護職には,「言葉」「文化」「コミュニケーション」と
いう異文化の適応のみならず，介護職ならでの職業的適応
を経験しており，二重構造の適応に強いられていることが
示された．
論
　本論文では介護人材を定着促進させるための有効な人材
マネジメントのあり方について介護職の就業動機から外国
人介護職の定着まで4つの研究を通して，介護現場における
人材定着マネジメント体制の提示を試みた．
　その結果，人材定着を促すマネジメントには，介護人材
の専門職として自主性を活かす介護体制がその中心にあ
り．そのため「共通的な目的を共有するための取り組み」
「協働できる意思を持たせる取り組み」「協働し合うことが
できる環境の工夫と構築」に取り組んでいることが唆され
た．現在，介護潜在有資格者の就労支援や外国人介護職の
導入など介護人材確保が多方面から取り組まれる中.雇用
状況も多変化している．そのような中，本研究から提示さ
れた定着取り組みが介護現場に一律的に有効とはいえな
い．一方，本論の結果は，一定の共通性をもった取り組み
として各々施設が抱えている課題の改善及び独自の人材マ
ネジメント力の形成と蓄積に一助することを期待する．
図５－１．高齢者介護施設における介護人材定着のための実践要因プロセス
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